
西区自治協議会アートフェスティバル特別部会 会議概要 

（所管分野：西区アートフェスティバルの企画・実施に関する事項） 

令和３年度 第６回会議（書面開催） 

参 加 者 委  員 

田中（米）部会長、小川副部会長、中村委員、風間委員、

藤橋委員、真野委員、眞柄委員、田中（幸）委員、 
古俣委員、高橋（直）委員 計１０名 

主な議事 

１ 西区アートフェスティバル企画書の変更について（案） 

別紙のとおり、一部企画書を変更するものとする。 

□書面開催の結果 

賛成：１０人 

反対： ０人 

 
部会委員１０人の過半数の賛成をもって可決した。 

 

その他 

２ 次回（第７回）の開催日程について 

○協議の結果、次回を次のとおり決定しました。 

日時：令和３年１０月１２日（火）午後３時半～ 

 場所：西区役所４階 対策室 

 

当日配布資料３



 

 

西区アートフェスティバル 企画書の変更について（案） 

 

コロナ等現状を踏まえ、一部企画書を変更するものとする。 

１ 事業内容・変更案 

①音楽・芸能団体発表 

  内容：団体のステージ発表 
  出演団体：青山小学校合唱部 

黒埼中学校吹奏楽部 
新潟清心女子中学・高等学校ダンス部 
新潟総おどり連新舞（新大） 
新潟国際情報大学ダンス部 
西内野コミ協吹奏楽団 
新潟メンネルコール（男声合唱） 

会場：ホール 
  日時：令和３年１０月２４日（日）午後１時～午後４時 
                  
  【現状】 

・９月１６日までの県内全域特別警報は解除されたが、新潟市内の感染者は多く 
下がりきっていない。市独自の感染症対策を実施している。 

・出演者数が多く、吹奏楽、合唱、ダンス等マスクを外した出演でリスクが伴う。 
・現状を考えると来場者数の制限が必要ではないか。 

１席おきにすると約１００席で限られてしまう。多くの方から見てもらえない。 
・出演団体７団体中２団体から辞退の申し出あり。ほか５団体は実施するなら参加の意向。 

ただし、コロナの心配や周囲の理解が得られないのではとの心配の声もある。 
 
【変更案】 
・「音楽・芸能団体発表」は現状を踏まえ、中止とする。 
 

②おん×てっく 

   内容：新潟大学学生が主体的に実施する音と光のコーナー 
   ・学生によるピアノ演奏とそれに伴う光による演出 

・シンセサイザーでいろんな音色を作ってもらう 
・音に合わせて指揮棒を振ると映像が変化する 

   会場：ホール 
   日時：令和３年１０月２３日（土）午後１時～５時の予定 
                   
  【変更案】 

リスクのあるコンサート形式ではなく、見て、聞いて、体験するコーナーに 
変更して実施。 
開催時間を１時間から４時間に変更することで、来場者の分散を図り、入場管理、 
感染症対策を行いながら実施する。主催者も必ずマスク着用を徹底する。 
ただし、コロナの感染状況によって中止の場合もある。 

  
 
 

別紙



 

 

③アート展示部門 

  内容：新潟大学工学部による作品、小学生の自由研究優秀作品、アール・ブリュット作品、 
国際情報大学写真部作品の展示。 

  日時：１０月２３日（土）午後１時～午後５時 
１０月２４日（日）午前９時～午後４時 

  会場：プレールームほか 
 

  【変更なし】 
入場管理、感染症対策をしながら予定通り実施する。 
ただし、コロナの感染状況によって中止の場合もある。 

 
２ 広報 

 ・区だより 10/3 号に「おん×てっく」「アート展示」案内を掲載。 

・ＳＮＳ掲載や報道機関に周知が可能。 

・チラシ、ポスターによる周知については、可能な範囲で実施する。 

 


